
　

新
た
に
第
６
次
熊
野
町
総
合
計

画
を
策
定
す
る
に
あ
た
り
、住
民
の

皆
さ
ん
の
意
見・
意
向
を
把
握
し
、

ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
た
め
、住
民

意
識
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。ま
た
、詳
細
結

果
に
つ
い
て
は
、町
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

次
期
熊
野
町
総
合
計
画
に
関
す
る

住
民
意
識
調
査
の
結
果
を
報
告
し
ま
す

◇
回
答
者
の
属
性

　

こ
の
調
査
の
回
答
者
の
性
別

は
、
男
性
44
・
２
％
、
女
性

55
・
８
％
で
、
年
齢
別
の
内
訳

は
、
70
歳
代
の
割
合
が
最
も
高

く
27
・
６
％
、
次
い
で
60
歳
代

が
15
・
６
％
、
40
歳
代
が
14
・

４
％
で
し
た
。（
図
１
参
照
）

◇
熊
野
町
へ
の
定
住
意
向

　
「
住
み
続
け
た
い
」
の
割
合

が
49
・
６
％
と
最
も
高
く
、
次

い
で
「
当
分
は
住
み
た
い
」
が

24
・
1
％
で
、
こ
れ
ら
を
合
わ

せ
た
【
住
み
た
い
層
】
は
73
・

７
％
で
し
た
。

営
」
が
最
も
高
く
、
年
代
に
よ

る
特
徴
を
示
し
て
い
ま
す
。

▽
教
育
・
文
化
の
分
野

　
「
い
じ
め
、
不
登
校
対
策
の

充
実
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で

「
教
員
の
資
質
の
向
上
」「
子
ど

も
の
基
礎
学
力
の
向
上
」
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
都
市
基
盤
・
生
活
環
境
な
ど

の
分
野

　
「
狭
い
道
路
の
解
消
、
歩
道

の
整
備
な
ど
、
安
全
に
通
行
で

き
る
道
路
の
整
備
」
と
「
バ
ス

◇
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
〜
各
分
野
に
お
い
て
力
を
入

れ
て
い
く
べ
き
こ
と
〜
（
複
数

回
答
）（
図
５
参
照
）

▽
保
健
・
医
療
・
福
祉
分
野

　
「
夜
間
・
休
日
診
療
や
救
急

医
療
体
制
の
充
実
」
が
最
も
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
年
代
別
に

み
る
と
、
20
〜
30
歳
代
で
は
、

２
番
目
に
「
乳
幼
児
医
療
費
助

成
な
ど
の
充
実
」
が
高
く
、
60

歳
以
上
で
は
「
国
民
健
康
保
険

や
後
期
高
齢
者
医
療
の
安
定
運

◇
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

〜
施
策
の
満
足
度
・
重
要
度
〜

　

施
策
の
満
足
度
で
は
、「
消

防
・
救
急
救
助
体
制
」
が
最
も

　
「
道
路
や
交
通
機
関
が
整
備

さ
れ
た
交
通
の
便
利
の
良
い
ま

ち
」が
60
・
１
％
で
最
も
高
く
、

次
い
で
「
犯
罪
が
少
な
く
、
災

害
や
地
震
に
強
い
安
全
な
ま

ち
」
が
53
・
５
％
、「
保
健
・

医
療
・
福
祉
が
充
実
し
た
健
康

長
寿
の
ま
ち
」
が
52
・
２
％
、

「
子
ど
も
を
育
て
る
環
境
や
教

育
環
境
が
整
っ
た
ま
ち
」
が

46
・
２
％
で
続
い
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
し
た

　

１
月
11
日
㈯
と
25
日
㈯
の
二

日
間
、
熊
野
町
役
場
に
お
い

て
、
約
20
人
の
一
般
参
加
者

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
私
た
ち
が
住
む
町
を
、
私

た
ち
が
考
え
る
。」
を
テ
ー
マ

に
、
未
来
の
熊
野
町
に
つ
い
て

４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
意
見
を

交
わ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

二
日
間
と
も
活
発
に
議
論
が

進
み
、
多
く
の
意
見
が
出
る

中
、
子
育
て
世
帯
へ
の
支
援
や

防
災
、
筆
の
里
工
房
の
活
用
に

よ
る
人
の
呼
び
込
み
、
里
山
づ

く
り
な
ど
、
短
時
間
に
も
関
わ

ら
ず
非
常
に
魅
力
的
な
提
案
を

ま
と
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

年
代
別
で
は
、
40
歳
代
の

【
住
み
た
い
層
】
は
79
・
９
％

で
他
の
年
代
よ
り
高
く
な
っ
て

い
る
一
方
、
20
歳
代
で
は
55
・

３
％
と
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。

（
図
２
参
照
）

◇
熊
野
町
へ
の
愛
着
度

　
「
愛
着
が
あ
る
」が
38
・
７
％

で
最
も
高
く
、
次
い
で
「
や
や

愛
着
が
あ
る
」
が
33
・
７
％
で

続
い
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
合

わ
せ
た
【
愛
着
層
】
は
、
ど
の

年
代
に
お
い
て
も
６
割
を
超
え

て
い
ま
す
。（
図
３
参
照
）

等
移
動
交
通
手
段
の
確
保
」は
、

ど
の
年
代
に
お
い
て
も
高
く
、

６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。

▽
防
災
・
減
災
の
分
野

　
「
災
害
時
に
お
け
る
確
実
な

情
報
伝
達
手
段
の
確
保
・
充

実
」
が
最
も
高
く
６
割
を
超
え

て
い
ま
す
。

▽
産
業
の
振
興
に
向
け
て

　
「
企
業
誘
致
の
取
組
な
ど
新

た
な
産
業
の
振
興
」に
次
い
で
、

「
地
元
商
店
の
活
性
化
」、「
熊
野

筆
の
Ｐ
Ｒ
や
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の

推
進
」が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、活
か
し
て
い
き
た
い

こ
と
、大
切
に
し
て
い
き
た
い

こ
と
は
何
で
す
か（
複
数
回
答
）

　
「
熊
野
筆
」
が
41
・
７
％
で
最

も
高
く
、
次
い
で
「
広
島
市
・

呉
市
・
東
広
島
市
に
隣
接
し
た

位
置
条
件
」
が
41
・
１
％
、「
熊

野
の
歴
史
・
文
化
・
産
業
」
が

39
・
３
％
で
続
い
て
い
ま
す
。

◇
熊
野
町
が
将
来
ど
の
よ
う
な

ま
ち
で
あ
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま

す
か
（
複
数
回
答
）

高
く
、
次
い
で
「
伝
統
文
化
の

継
承
と
振
興
」、「
熊
野
筆
の
ブ

ラ
ン
ド
戦
略
」
な
ど
と
続
い
て

い
ま
す
。

　
一
方
、施
策
の
不
満
度
で
は「
路

線
バ
ス
の
利
便
性
」、「
道
路
の
整

備
」が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
策
の
重
要
度
で
は
、
消

防
、
救
急
、
医
療
、
防
災
関
係

の
ほ
か
、
道
路
交
通
、
防
犯
な

ど
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

重
要
度
が
高
い
の
に
不
満
度

の
高
い
施
策
と
な
っ
て
い
る

「
医
療
体
制
・
医
療
サ
ー
ビ
ス

の
充
実
」、「
道
路
の
整
備
」
な

ど
は
、
重
点
的
な
取
組
の
推
進

や
改
善
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
と
言
え
ま
す
。（
図
４
参
照
）

　

住
民
意
識
調
査
の
結
果
や
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
多
く

の
意
見
・
提
案
を
も
と
に
、
次

期
総
合
計
画
の
各
施
策
の
方
向

性
や
取
組
み
を
検
討
し
て
い
く

と
と
も
に
、
実
現
可
能
な
も
の

に
つ
い
て
は
事
業
化
に
向
け
て

検
討
す
る
な
ど
、
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
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課
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愛着がある やや愛着がある どちらともいえない 

あまり愛着がない 愛着がない 

《調査の概要》

≪調 査 期 間≫ 令和元年10月10日～23日

≪調査対象者≫ 無作為に抽出した18歳
　　　　　　　 以上の住民2,500人

≪調 査 方 法≫ 郵送調査

≪回 収 状 況≫ 回収数1,140件
　　　　　　　 回収率45.6％

80歳代以上
12.1%

10歳代 1.0% 20歳代 5.1%
30歳代 10%

40歳代
14.4%

50歳代
14.1%

60歳代
15.6%

70歳代
27.6%

〔図１〕年齢別

0% 20% 40% 60% 80% 100%
全体

10歳代
20歳代
30歳代
40歳代
50歳代
60歳代
70歳代
80歳以上

住み続けたい 当分は住みたい
どちらともいえない どちらかといえば住みたくない
住みたくない

〔図２〕今後も熊野町に住み続けたいですか

〔図３〕熊野町に愛着を持っていますか〔図４〕あなたが感じる満足度と重要度

≪満足度の高い施策≫
１位　消防・救急救助体制
２位　伝統文化の継承と振興
３位　熊野筆のブランド戦略
４位　健康づくりの支援
５位　ごみの発生抑制・再利用・再資源化

≪不満度の高い施策≫
１位　路線バスの利便性
２位　道路の整備
３位　空き家・荒地対策
４位　商業施設の充実
５位　医療体制・医療サービスの充実

≪重要度の高い施策≫
１位　消防・救急救助体制
２位　医療体制・医療サービスの充実
３位　地震・風水害などの防災・減災対策
４位　道路の整備
５位　防犯・交通安全対策

〔図５〕今後どのような点に力を入れていくべきだと思いますか

≪保健・医療・福祉の分野≫
１ 夜間・休日診療や救急医療体制の充実 58.9％
２ 国民健康保険や後期高齢者医療の安定運営 56.3％
３ 高齢者や障害者の移動手段の確保 50.0％
≪教育・文化の分野≫
１ いじめ、不登校対策の充実 55.4％
２ 教員の資質の向上 49.9％
３ 子どもの基礎学力の向上 45.8％
≪都市基盤・生活環境などの分野≫
１ 狭い道路の解消、歩道の整備など、
　　　　　　　 安全に通行できる道路の整備 73.8％
２ バス等移動交通手段の確保 66.2％
３ 交通安全・防犯対策の推進 44.9％
≪防災・減災の分野≫
１ 災害時における確実な情報伝達手段の確保・充実 62.4％
２ 排水路の整備や、ため池の改修・補強 40.1％
３ 緊急車両の通行や安全に避難できる道路の整備 39.8％
≪産業の振興に向けて≫
１ 企業誘致の取組など新たな産業の振興 38.0％
２ 地元商店の活性化 37.0％
３ 熊野筆のPRやブランド戦略の推進 32.5％

総
合
計
画
と
は
、本
町
の
今
後
の

発
展
方
向
と
実
施
す
る
施
策
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
、町
の
最
上

位
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
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